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『地域共生祉会』の実現に向けて（当面の政草エ程）

五三�1"1�1�

R的支援の『縦割引から『丸三と』への転換

0個人や世帯の抱える複合的課題などへの包括的な支援
0人口減少に対応する、分野をまたがる総合的サービス提供の支援

l 改革の骨格 ］ 

・住民相互の支え合い機能を強化、公的支援と協働して、地域
課題の解決を試みる体制を整備【29年制度改正】

・ 複合課題に対応する包括的相談支援体制の構築【29年制度改正】

・ 地域福祉計画の充実【29年制度改正】

・ 多様な担い手の育成 ・ 参画、
民間資金活用の推進、多様な就労 ・ 社会参加の場の整備

・ 社会保障の枠を超え、地域資源（耕作放棄地、環境保全など）と
丸ごとつながることで地域に「循環Jを生み出す、先進的取組を支援

［ 地域丸ごとのつながりの強化 ] 

三坦坦上

平成29年2月7日厚生労働省「我が事・丸ごとJ地域共生社会実現本部決定

（ 『我が事』・『丸ごと』の地域づくりを育む仕組みへの転換
0住民の主体的な支え合いを育み、暮らしに安心感と生きがいを生み出す
O地域の資源を活かし、暮らしと地域社会に豊かさを生み出す

［ 地域を基盤とする包括的支援の強化 ］ 
・地域包括ケアの理念の普遍化：高齢者だけでなく、

生活上の困難を抱える方への包括的支援体制の構築

・共生型サー ビスの創設 【29年制度改正・ 30年報酬改定】

・市町村の地域保健の推進機能の強化、保健福祉横断的な
包括的支援のあり方の検討

・対人支援を行う専門資格に共通の基礎課程創設の検討

・福祉系国家資格を持つ場合の保育士養成課程 ・ 試験科目の
一部免除の検討

平成29(2017）年：介護保険法 ・社会福祉法等の改正 平成30(2018）年： 平成31(2019）年以降：
・ 市町村による包括的支援体制の制度化 ・ 介護 ・ 障害報酬改定：共生型サービスの評価など 更なる制度見直し
。 共生型サービスの創設 など ・ 生活困窮者自立支援制度の強化

【検討課題】
①地域課題の解決力強化のための体制の全国的な整備のための支援方策（制度のあり方を含む）
②保健福祉行政横断的な包括的支援のあり方 ③共通基礎課程の創設 等
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地域包括ケアシステムの導入
「住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人
生の最後まで続けることができるよう、住
まい・医療・介護・予防・生活支援が一体
的に提供される」ことを目指す。

地域共生社会実現に向けて
・地域包括ケアシステムの考え方を
全世代対象へ。

・公的支援制度の在り方を「縦割り」
から「丸ごと」へ。

「地域共生社会」（本学の定義）

福 祉 健 康 科 学
個人の心身に働きかける心理学、リハビリテーション、及び個人を取り巻く環境との関係性に注目する社会福祉学の学問体系に立脚し、
心身の状態と生活環境の相互作用という観点から個人の健康で自立した生活に関する事実や法則性を明らかにするとともに、専門職者に

よる包括的な生活支援をより効果的に実施する知見と技能を提供する総合的な実践科学

・地域共生社会における専門職者の役割が
不明確。

・誰が支援をするのか，主体が見えにくい。

・医療・福祉・心理の領域横断的
教育課程の設置

・医療・福祉・心理の３つの側面
から包括的支援が行える人材を
養成。

福祉健康科学部 大学院福祉健康科学研究科
これまでの本学福祉健康科学部での教育・研
究を基盤としつつ，地域住民と協働して地域
社会そのものを変革していくことのできる高
度な専門的知識・技術の修得に力点を置く

専門職者が質の高い支援を個人に提供するとと
もに，専門職者の働きかけにより，要支援者を
含めたすべての人が互いに関わりを持ちながら
共に生きていくことのできる地域社会を地域住
民との協働によって創造することが重要

地域共生社会の
実現に寄与

多様な問題・困りを抱えるすべての人が、問題・困りの性質や年
齢・世代にかかわらず、医療・福祉・心理の結節に基づく専門的
な支援をうけるとともに、そうした問題・困りを抱える人を含め
たすべての人が地域社会の中で互いにつながり，存在価値を認め
あうコミュニティをつくり出していく社会

福祉健康科学研究科の設置について

高度化
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社会情勢の変化と「福祉健康科学」の深化

福祉・健康をめぐる現状 制度政策の最近の動向

様々な生活課題の顕在化

医療の急速な発展

地域・コミュニティへの関心の高まり

「地域包括ケアシステム」の登場

医療制度と福祉制度の一体改革

公認心理師制度の創設

「地域共生社会」の実現という命題

「福祉健康科学」
（平成28年福祉健康科学部設置申請書類より）

社会情勢の変化

「福祉健康科学」とは、個人の心身に
働きかける心理学、リハビリテーショ
ン、及び個人を取り巻く環境との関係
性に注目する社会福祉学の学問体系に
立脚し、心身の状態と生活環境の相互
作用という観点から個人の健康で自立
した生活に関する事実や法則性を明ら
かにするとともに、専門職者による包括
的な生活支援をより効果的に実施する知
見と技能を提供する総合的な「実践科
学」である。

福祉健康科学の深化の必要性
（学部で養成する人材と大学院で養成する人材の違い）

地域共生社会の概念を理解し、多角的な方向からその実現を担う
ことができるパイオニアの養成

課題
他の専門職との協働や相互に乗り入れるカリキュラムの構築など、領域横

断型の教育体制を取り入れているが、理学療法士、社会福祉士などの専門職
については、専門資格取得を考慮しなければならないという現実もあり、基
礎的な学びにとどまっている。

地域包括ケアシステムを実践する「領域横断型」の専門職リー
ダーとなれる人材を養成

2016.4 福祉健康科学部

2020.4 福祉健康科学研究科

本研究科で実施する「医療」 「福祉」「心理」の分野横断的な教育は、理学
療法士や社会福祉士など、実践を経験した社会人が自らの経験を、科学に基
づいて理論的に捉え直すためにも有効である。

生活支援・介護予防

住まい

介護

医療

社会福祉士

心理専門職

理学療法士

新しい支援スキームへの要請

「より高度な専門性を備え，多角的・総合的な支援を地域に根付かせて
いく実践力」と「医科学を取り入れて福祉健康科学を深化させること
ができる研究力」を兼ね備え、かつそれらの相互作用によって、これ
からの社会に求められる福祉や健康を創造していく人材

資料４
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身体の健康
を中心とした支援

心の健康
を中心とした支援

生活環境の整備を中心とした支援

入学定員 ２０人（予定）
開設年次 ２０２０年４月

設置予定

福祉健康科学専攻

「福祉健康科学研究科」の構想

福祉健康科学研究科（１専攻３コース）
【Graduate School of Welfare and Health Sciences】

福祉健康科学研究科の理念

大分大学福祉健康科学研究科は，医療，福祉，心理といった個別の分野の専門性の拡充及びこれらを結節した福祉健康科学の深化を進め，
「地域共生社会」の実現を担う高度な実践力と研究力を有する人材を養成し，地域共生社会の実現に貢献する。

修士（健康医科学）
【Master of Health and 

Medical Sciences】

健康医科学コース
【Health and Medical 
Sciences】（5人）

修士（心理学）
【Master of Psychology】

臨床心理学コース
【Clinical Psychology】

（10人）

修士（福祉社会科学）
【Master of Social Service Administration】

福祉社会科学コース
【Social Service Administration】 （5人） ・地域包括支援センター ・医療機関，福祉機関，教育機関

・行政機関，NPO/NGOなどの民間団体
・教育研究機関，シンクタンク
・関連領域の博士課程への進学 等

修了後の進路

①３領域が共通して学ぶ「福祉健康科学特論Ⅰ・Ⅱ」により，
福祉健康科学を構成する医療，福祉，心理に関する知見を深
めるとともに，各領域に対する理解を深める。

②「福祉健康科学特別演習Ⅰ・Ⅱ」において，３コースが合同
で研究発表及びディスカッションを行い，また各領域の教員
が相互に連携して指導を行うことによって，領域横断型研究
の実際とその手法を修得する。

教育の特徴

「より高度な専門性を備え，多角的・総合的な支援を地域に根
付かせていく実践力」と「医科学を取り入れて福祉健康科学を
深化させることができる研究力」を兼ね備えることにより，医
療と福祉と心理を結節させながら，個人と地域を関係づけた高
度な支援と研究を推進していくことのできる人材。

地域共生社会の概念を理解し，多角的な方向からその実
現を担うことができるパイオニアの養成

養成する人材像
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